
　
事
業
領
域
は
、
主
軸
で
あ
る「
紙
製
品
」

を
は
じ
め
、
レ
ジ
袋
を
中
心
と
す
る「
化

成
品
」、
消
耗
品
を
一
括
で
受
注
納
品
す

る「
S.
V.
S.（
ス
ー
パ
ー
バ
ッ
グ
ベ
ン
ダ

ー
シ
ス
テ
ム
）、
そ
の
他
商
品
事
業
」と
多

岐
に
わ
た
る
。
な
か
で
も
、
売
上
の
半

分
を
占
め
、
国
内
で
多
大
な
シ
ェ
ア
を

誇
っ
て
い
る
の
が
紙
製
品
事
業
だ
。
２
０

２
０
年
７
月
か
ら
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
買

物
袋
有
料
化
に
よ
り
ポ
リ
製
品
の
出
荷
量

が
激
減
し
た
が
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
と
高
品
質
を
追
求
し
た
紙
製
品
は

大
き
く
伸
長
。
同
社
の
環
境
配
慮
型
パ
ッ

ケ
ー
ジ
は
、
環
境
意
識
が
高
ま
る
昨
今
の

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
ぴ
た
り
と
合
致
し
た
。

加
え
て
、
レ
ジ
袋
生
産
工
場
の
閉
鎖
や
希

望
退
職
者
の
募
集
な
ど
抜
本
的
な
事
業
構

造
改
革
に
も
取
り
組
み
、
２
０
２
４
年
3

月
期
ま
で
の
第
一
次
中
期
経
営
計
画
で
掲

げ
て
い
た
“ 次
世
代
パ
ッ
ケ
ー
ジ
企
業
へ

の
転
換
”を
見
事
に
果
た
し
た
。

　
数
あ
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
も
特

筆
す
べ
き
な
の
が
、
環
境
に
や
さ
し
い
水
性

イ
ン
キ
を
使
用
す
る「
フ
レ
キ
ソ
印
刷
」。

同
印
刷
技
術
を
用
い
た
有
名
喫
茶
店

チ
ェ
ー
ン
や
お
茶
専
門
ブ
ラ
ン
ド
の
季
節

限
定
シ
ョ
ッ
パ
ー
は
S
N
S
で
た
び
た
び

話
題
に
な
っ
た
。
有
機
化
合
物
や
C
O
２

排
出
を
抑
え
ら
れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
一
方
で
、
凸
版
印
刷
で
あ
る
た
め
に

精
巧
な
表
現
が
難
し
い
と
さ
れ
る
技
法
だ

が
、
最
新
設
備
の
導
入
は
も
ち
ろ
ん
、
経

験
豊
富
な
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
存
在
や
同
社

な
ら
で
は
の
イ
ン
キ
調
色
技
術
な
ど
に

よ
っ
て
優
れ
た
発
色
、
細
や
か
な
表
現
、

高
い
印
刷
再
現
性
を
可
能
に
し
た
。
米
国

フ
レ
キ
ソ
技
術
協
会
主
催
の
コ
ン
ペ
に
お

い
て
金
賞
を
受
賞
し
、
以
降
国
内
の
フ
レ

キ
ソ
印
刷
会
社
と
し
て
唯
一
連
続
受
賞
し

て
い
る
こ
と
こ
そ
が
品
質
を
裏
付
け
る
な

に
よ
り
の
証
拠
だ
ろ
う
。

　
「
こ
の
先
、
安
定
供
給
や
品
質
だ
け
で

は
選
ば
れ
な
く
な
る
。
環
境
対
応
力
を
磨

か
な
け
れ
ば
成
長
は
な
い
」と
語
る
、
樋

口
代
表
。
そ
の
言
葉
ど
お
り
、
今
期
か
ら

の
第
二
次
中
期
経
営
計
画
で
は
、
成
長
戦

略
の
追
求
と
環
境
基
盤
の
構
築
を
柱
に
据

え
た
。
具
体
的
な
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
が

環
境
対
応
の
舵
取
り
を
担
う「
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
部
」の
発
足
で
、
経
営
統
括
部

門
と
同
じ
管
轄
に
置
く
こ
と
で
企
業
と
し

て
の
社
会
的
責
任
と
経
済
的
責
任
を
一
体

的
に
運
用
す
る
方
針
だ
。
宅
配
袋
や
紙
器

の
強
化
に
加
え
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
紙

袋
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
に
応
え
る
免
税

袋
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
量
を
減
ら
す
紙

軟
包
装
な
ど
、
時
流
に
対
応
し
た
製
品
を

生
み
出
す
こ
と
は
経
営
面
に
お
い
て
も
選

択
肢
拡
大
に
貢
献
す
る
。
売
上
高
３
１
０

億
円
、
営
業
利
益 

１
５・５
億
円
を
次
な
る

目
標
に
掲
げ
、
社
会
と
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

と
変
化
に
挑
戦
し
な
が
ら
、
環
境
パ
ッ
ケ

ー
ジ
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
を
目
指
す
。

世
界
に
認
め
ら
れ
た

印
刷
技
術
で
差
別
化

環
境
対
応
と
事
業
構

造
の
転
換
で
大
躍
進

地
球
に
優
し
い
製
品

で
人
々
を
笑
顔
に

環境という付加価値を
つけてさらなる需要拡大へ

スーパーバッグ
株式会社（東ス・3945）

東京都豊島区西池袋5-18-11

詳しくはこちら

２０２3年３月期には２期連続赤字を脱し、2024年3月期には売上高２６
８億、連結経常利益１０・７億円を記録。配当金は長年１株６０円であった
が、最高益更新を受けて９０円に増配された。これには２０２０年以降のレ
ジ袋有料化に伴う危機的状況下を支えてくれた株主への感謝が込められ
ている。今後も株主還元にはしっかり取り組んでいく予定で、優待制度の
導入も検討しつつ、将来的な配当性向の目標値は３０％を目指している。

DATA

2,371円
POINT

DATA

株価 配当利回り
（今期予想）

2020/3期 2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期予想

1,00025,000

1,50030,000

50020,000

-500

（百万円）（百万円）

476476

▲150

▲496▲496

▲137▲137

▲503▲503

472472

1,076 1,1201,120

3.80%

〈業績の推移〉 営業利益売上高 経常利益

477477 450450

1,0341,034 1,0701,070

31,89531,895

26,25326,253
25,13425,134 25,25325,253

26,83726,837
27,70027,700

注：データは2024年9月6日時点

　

昨
今
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
業
界
で
大
き
な

関
心
を
集
め
て
い
る「
リ
テ
ー
ル
メ
デ
ィ

ア
広
告
」に
、
い
ち
早
く
着
目
し
て
い
た

代
表
の
山
崎
氏
。
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ

を
見
込
み
、
他
企
業
に
先
駆
け
、
２
０
１

５
年
に
サ
イ
ト
内
検
索
ク
エ
リ
を
分
析
し

て
広
告
を
最
適
化
す
る「
Z
E
T
A 

A
D
」

を
リ
リ
ー
ス
し
た
。
購
買
意
欲
の
高
い
消

費
者
へ
の
訴
求
力
を
も
つ
と
い
う
特
性

上
、
同
施
策
の
効
果
を
最
大
化
す
る
た
め

に
は
、
広
告
出
稿
さ
れ
や
す
い
大
手
E
C

サ
イ
ト
の
存
在
と
高
精
度
な
検
索
機
能
と

の
連
携
が
欠
か
せ
な
い
。
同
社
が「
Z
E

T
A 

C
X
シ
リ
ー
ズ
」の
開
始
当
初
か

ら
ハ
イ
エ
ン
ド
企
業
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

て
き
た
背
景
に
は
こ
う
し
た
狙
い
も
あ
っ

た
の
だ
。
リ
テ
ー
ル
メ
デ
ィ
ア
広
告
市
場

は
今
後
1
〜
2
兆
円
規
模
の
成
長
が
期
待

さ
れ
る
が
、
す
で
に
堅
実
な
成
長
を
重
ね

る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
有
し
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
同
社
に
と
っ
て
は
言
う
な
れ
ば
二

度
目
の
マ
ネ
タ
イ
ズ
。
あ
る
種
“固
執
し

な
く
て
よ
い
こ
と
”も
、
経
営
資
源
分
散

と
い
う
観
点
で
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

に
な
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
夏
、
自
社
で
口
コ
ミ
サ
イ
ト
を
運

営
し
は
じ
め
た
こ
と
も
大
き
な
ト
ピ
ッ
ク

だ
。「
Z
E
T
A 

V
O
I
C
E
」で
集
め

た
レ
ビ
ュ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
を
二
次
利
用
す

る
こ
と
で
、
１
２
０
０
万
件
を
超
え
る
膨

大
な
口
コ
ミ
を
掲
載
で
き
る
。
現
在
は
一

部
掲
載
に
限
っ
た
試
験
的
運
用
だ
が
、
最

新
か
つ
上
質
な
口
コ
ミ
を
集
約
で
き
る
と

い
う
強
み
か
ら
、
日
本
一
の
口
コ
ミ
サ
イ

ト
に
な
り
う
る
素
質
は
十
分
だ
。
今
後
は

２
０
２
7
年
1
2
月
期
ま
で
の
営
業
利
益

目
標
１
7・
0
億
円
に
向
け
、
圧
倒
的
な

シ
ェ
ア
を
誇
る
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
軸
に
、

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
や
リ
テ
ー
ル
メ
デ
ィ
ア
広

告
、
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
領
域
ま
で
を
幅
広
く

カ
バ
ー
し
な
が
ら
飛
躍
的
成
長
を
目
指
す
。

　

１
９
０
５
年
の
創
業
以
来
、
明
治

か
ら
令
和
ま
で
の
時
流
に
あ
っ
た
製

品
を
作
り
続
け
て
き
た
老
舗
ト
ー
タ

ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
メ
ー
カ
ー
。
社
内
に

デ
ザ
イ
ン
部
門
を
有
し
て
お
り
、
企

画
・
デ
ザ
イ
ン
か
ら
、
製
造
、
販
売
、

納
品
に
至
る
ま
で
を
ト
ー
タ
ル
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
て
い
る
。
国
内
外
に
１

４
の
事
業
拠
点
が
あ
り
、
幅
広
い
業

種
・
業
態
と
の
取
引
実
績
を
も
つ
。

　

２
０
２
４
年
１
０
月
１
日
付
け
で

商
号
変
更
が
な
さ
れ
、
新
た
な
ス
タ

ー
ト
を
切
っ
た
Z
E
T
A
株
式
会
社

（
旧
サ
イ
ジ
ニ
ア
株
式
会
社
）。
順
調

な
成
長
を
支
え
る
カ
ギ
は
、
カ
ス
タ

マ
ー
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
の
向
上
に

よ
っ
て
透
明
性
の
高
い
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
実
践
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
E
コ

マ
ー
ス
向
け
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン「
Z

E
T
A 
C
X
シ
リ
ー
ズ
」だ
。

　
同
シ
リ
ー
ズ
の
主
軸
製
品
で
あ
り
、
売

上
の
半
分
を
占
め
て
い
る
の
が
E
C
商
品

検
索
・
サ
イ
ト
内
検
索
エ
ン
ジ
ン「
Z
E
T

A 

S
E
A
R
C
H
」だ
。
集
中
的
な
ア
ク

セ
ス
に
耐
え
う
る
だ
け
の
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク

を
有
し
て
い
る
こ
と
、
在
庫
や
価
格
と
い

っ
た
店
舗
情
報
連
携
が
可
能
な
点
な
ど
か

ら
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
へ
の
関
心
が
と
り

わ
け
高
い
ア
パ
レ
ル
業
界
を
中
心
に
、
家

電
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
総
合
系
サ
イ
ト

な
ど
の
大
手
企
業
で
多
数
導
入
さ
れ
て
い

る
。
堅
実
な
成
長
に
付
随
す
る
か
た
ち
で
、

レ
ビ
ュ
ー
・口
コ
ミ
・
Q
＆
A
エ
ン
ジ
ン「
Z

E
T
A 

V
O
I
C
E
」、
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ

活
用
エ
ン
ジ
ン「
Z
E
T
A 

H
A
S
H
T

A
G
」の
売
上
も
伸
長
。
２
０
２
４
年
６

月
に
G
o
o
g
l
e
が
リ
リ
ー
ス
し
た
、
日

本
独
自
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
検
索
機
能
も
今

後
さ
ら
な
る
追
い
風
に
な
る
だ
ろ
う
。
各

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
相
互
性
の
高
さ
も
魅

力
で
、
実
際
に
約
半
数
の
企
業
が
複
数
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
し
て
い
る
。

商
号
変
更
で
I
R
、

P
R
効
果
を
高
め
る

高収益事業で国内トップの
デジタルマーケ企業へ

詳しくはこちら

DATA

539円 （今期予想）

POINT

DATA

株価 配当予想

代表取締役社長
山崎徳之氏

代表取締役社長
樋口肇氏

直近３年間の業績推移は大変好調で、２０２４年６月期には売上１７億３９
００万円、営業利益は４億９８００万円と過去最高を記録した。高収益のス
トックビジネスであるからこそ株主還元にも積極的な姿勢。２０２４年６月
期末配当は１株あたり6円に増配され、2023年8月に発表した中期経
営計画で掲げていた配当性向２０％も前倒しで達成。2024年9月には、
株式の流動性向上と投資家層の拡大を図るために株式分割も実施した。

ZETA株式会社
（東グ・6031）

東京都世田谷区三軒茶屋2-11-22
サンタワーズセンタービル17F

注：データは2024年9月6日時点

今、なぜこの業界が注目さ
れるのか。その真相を探る
べく、各代表ともいえる企
業に話を聞いてみた。

今、なぜこの業界が注目さ
れるのか。その真相を探る
べく、各代表ともいえる企
業に話を聞いてみた。

PR

どの業界が

伸びしろなのか!?

ハ
イ
エ
ン
ド
ニ
ー
ズ

を
満
た
す
相
乗
効
果

次
な
る
ブ
ル
ー
オ
ー

シ
ャ
ン
に
期
待
大

（百万円）

5002,500

4002,000

3001,500

100500

2001,000

（百万円）

2020/6月期 2021/6月期 2022/6月期 2023/6月期 2024/6月期 2024/12月期予想

〈業績の推移〉 営業利益売上高 経常利益

101101

1,0291,029

1,3931,393

2,4372,437

1,7391,739

800800

2,5952,595

4444

363363
380380

498498

4545

99

43

354354
376

484484

4545

PR

0

デジタルマーケティング代表環境パッケージ代表

0.65%


